








〔研究目的〕 

思春期早発症、下垂体性小人症など骨成熟異常を来す疾患、さらに明らかな異常とは言え

ない境界領域にあるいわゆる“わせ、おくで”の小児を早期に発見し、最終身長の低減化

を防止することは有意なことである。そこで手根骨骨年令を指標とし、同時に身長、体重、

両親の身長を調査し、最終的な低身長を防止する上での骨年令による評価の有用性を検討

した。 


